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令和７年度 音楽部会研究計画  

 

１ 研 究 主 題 

 

伝え合おう 音と心のハーモニー  

―ともに関わり 分かち合い 心に響く音楽学習― 

 

２ 研究主題について 

 

現代は、新型コロナウイルス感染症の拡大や国際情勢の不安定化など、予測困難な時代

と言われている。その現状に向き合い、社会の持続的な発展と、個人と社会のウェルビー

イングの相互循環を実現するため、よりよく学び続ける人材の育成が必要である。 

  音楽科は、表現や鑑賞の活動を通して個々の思いを仲間と共有し、協働的に学ぶことに

よって、音楽を楽しみながら学び続けようとする態度や豊かな情操を培うことをねらい

とする教科である。 

音楽科の学習では、仲間とともに試行錯誤して生み出した音楽表現や、音楽を聴いて見

いだしたよさなどを感じ、味わうことができるようにしたい。そして、互いの思いや意図

を認め高め合いながら、音楽の魅力をより一層深く味わおうとする意欲を高めたい。以上

のことから、音楽を通して仲間と学び合い伝え合う活動を充実させ、さらに生活や社会の

中で音や音楽に親しむことによって、より豊かな心をもつ児童の育成を目指し、研究主題

を「伝え合おう  音と心のハーモニー」と設定した。 

副主題に掲げた「ともに関わり 分かち合い」とは、仲間と協働して音楽学習を進め、

音楽のよさやともに学ぶ楽しさを共有することを意味している。個々の活動だけではな

く、仲間とともに音楽を聴いたり演奏したりする活動そのものが音楽のよさを分かち合

う第一歩となる。そして、対話的な活動を通して、仲間と互いの思いや意図を分かち合い、

表現や鑑賞の力を高めていくことである。 

「心に響く」とは、仲間と協働的に学び合い、音楽に新しい価値を見いだし、「音楽は

楽しいなあ。音楽はすてきだなあ。またやりたいなあ。」という気持ちをもつことである。

つまり、心に響く音楽学習を積み重ねることにより、音楽科の目標「音楽を愛好する心情

と音楽に対する感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う」に迫

ることができるのではないかと考える。  

そこで、主題につながる音楽学習が展開できるように、児童とともに教師も音楽を楽し

み、「ともに関わり 分かち合い 心に響く」授業づくりを目指したい。そして、児童が

仲間とともに音楽を奏でることによって得られる充実感や感動を味わい、生涯にわたっ

て音楽に親しみ、心豊かな生活を営むことができるよう、地域社会とも連携しながら音楽

科教育を推進していきたい。 

令和６年度より、第３８回徳島県小学校音楽教育研究大会に向けた実践が勝浦郡横瀬
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小学校で行われており、２年間にわたる研究を進めている。同校をはじめ、各郡市で行

われた研究の成果と課題を次に示す。 

 

〈成 果〉 

・課題意識や学習の見通しをもち、課題に対してどのように活動したかなど、学習のめ

あてに向けた取組について振り返る場面を設定することにより、児童は、自分の学び

や変容を自覚することができた。 

・各領域や分野の関連を図った題材構成をし、題材を貫く〔共通事項〕を設定すること

により、粘り強く取り組み、自らの学習を調整しようとする児童の姿が見られた。 

・ICTを活用して、自分の演奏を録音・録画して振り返ったり、個別・グループで音楽

聴取したりするなど、個別最適な学びの幅が広がった。また、気付きや思考、振り返

りを全体で共有するなど、一人一人の学びを全体へと広げることができた。 

〈課 題〉 

・深い学びの実現に向けて、音楽を形づくっている要素を主なよりどころとして、児童

がどのように思考・判断していくかを想定し、児童の表現を価値付ける言葉掛けや、

全体への共有の仕方を工夫していく必要がある。 

・授業のねらいに応じて、ICT活用場面・方法を精選したり工夫したりして、効果的に

個別最適な学びや協働的な学びが行えるように、充実を図る。 

 

以上の成果と課題を踏まえて、次に示す内容と方法を参考として研究を深めることと

する。 

 

３ 研究の内容と方法 

 

(1) 児童の発達段階に応じた適切な指導計画を作成する  

指導計画の作成に当たって留意すべきことは、系統性、連続性、バランス、各領域や各

分野、他教科等との関連である。学習内容は、各学年の発達段階に応じたものであるとと

もに、児童の実態を考慮することも大切である。作成に当たっては、それぞれの学年で指

導する内容の系統性を踏まえるとともに、音楽活動の基礎的な能力が身に付くように、連

続性を重視して計画する。教科等横断的な視点においては、他教科等との関連性を手がか

りにして、児童が楽しく学ぶことができるようにしたい。 

 

（2）主体的・対話的で深い学びの実現を図る授業展開を工夫する  

「主体的な学び」とは、児童が学習の見通しをもち、学習したことを自ら振り返り、こ

れまでの学びや自分の学びの変容を自覚し、次の学びにつなげるようにすることである。  

「対話的な学び」とは、仲間や教師、地域の方との対話や作詞者や作曲家の思いを考察

することを通して、自分の考えを広げたり深めたりすることである。 

「深い学び」とは、音楽的な見方・考え方を働かせ、聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、楽曲への理解を深め、表現を工夫したりよさなどを見いだして
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聴いたりすることである。 

これらの学びの実現を図るために、教師は発問や板書の工夫、掲示物の活用、個別の支

援方法、振り返りの有効活用等、授業技術の向上を心がけ、授業展開を工夫していきたい。 

 

(3) 指導と評価の一体化を図る  

評価において三つの観点を一体的に捉えて指導と評価を行うためには、教師は児童の

めあての設定の仕方や学びの過程を捉え、児童の振り返りをどのように実施・活用して、

児童の学習改善につなげていくかということが肝要である。また、教師の指導改善を図る

ためには、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業を進めることが重要である。題材

構成と評価計画を立案する際は、ねらいや学習内容、児童の学習活動を具体化し、どのタ

イミングで評価を行うか、またそれぞれの学習場面における音楽活動の評価方法や見取

りの仕方についても計画する。 

    

(4) 我が国や郷土の音楽の指導方法を工夫する  

我が国や郷土の音楽の指導に当たっては、そのよさなどを感じ取ることができるよう

に、音源や楽譜等についての教材研究を深めていく必要がある。児童や学校・地域の実態

を十分に考慮するとともに、地域の人材を効果的に活用し、学校と地域が一体となった音

楽活動が展開できるようにしたい。また、我が国や郷土の音楽に親しむとともに表現と鑑

賞を関連させた豊かな学習を展開することにより、児童が伝統音楽を受け継ぐきっかけ

づくりとなるように配慮する。 

 

(5) 全ての児童が生き生き活動できるよう支援の工夫や必要な配慮をする 

児童が見通しをもって学習に取り組むためには環境整備の工夫が必要である。また、特

別な支援を必要とする児童への合理的配慮や、ユニバーサルデザインの考えを取り入れ

た授業づくりに取り組むことも重要である。このようにして、環境づくりはもとより、

個々の児童の特性を把握し、指導の個別化や学習の個性化を図り、一人一人のよい点や可

能性をさらに引き出し、情意面が高められるようにしていきたい。このような支援の工夫

によって、児童は音楽に更なる関心をもち、見通しをもって根気強く取り組み、自己調整

をしながら学び進めていくことができるであろう。そして、これまでに身に付けた資質・

能力を生かしながら、めあてをもって他者と協働して表現や鑑賞の活動に取り組むこと

で深い学びとなり、持続的に生き生きと音楽を学び続けることができるようになるであ

ろう。 

 

(6) ＩＣＴの効果的な活用の工夫をする 

音楽を演奏したり聴いたりするための機材やソフトを効果的に活用して授業を展開す

ることは、個別最適な学びや協働的な学びを進めるために有効な手段となるが、機器を使

うことが目的とならないようにする。ICTが音楽科の学びを助ける手段となるよう、表現

や鑑賞の学習活動をしっかりと確保し、必要に応じて効果的に活用することができるよ

うにする。 
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４ 低・中・高学年で目指す児童の姿 

 

［低学年］仲間といっしょに楽しく音楽に関わり、体全体で生き生きと表現したり音楽   

を聴いたりすることにより、生活の中で音楽に親しむ児童 

 

［中学年］自ら進んで音楽に関わり、仲間と協力して、思いや意図をもって表現したり、

様々な音楽を聴いて感じたことを伝え合ったりすることにより、生活の中で音

楽経験を生かそうとする児童 

 

［高学年］主体的・創造的に音楽に関わり、仲間と協力して、思いや意図をもって表現

したり、様々な音楽を味わって聴いて感じたことを伝え合ったりすることに

より、生活の中で音楽経験を生かそうとする児童 
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